
事 業 計 画 書 

 

団 体 名 畑野町自治会（町おこし推進協議会） 

交付金区分 
（該当に○） 

１ 公共的サービス活動            ２ 小さな公共的サービス活動 
３ 地域力パートナーシップ推進枠   ４ ソーシャル・ビジネス枠 

事 業 名 環境保全活動（ほたる観賞会、星空観望会、地域発見ウォーキング、畑野町観光マップ作成 

事業実施地域 畑野町全域 

活動の種類 

（該当するものを○で囲んでください。複数選択可） 
１ 環境保全活動    ２ 子育て支援活動   ３ 共助型福祉活動   ４ 防災・防犯活動 
５ 地域美化活動     ６ 地域産業おこし   ７ 地域商業の活性化  ８ 農村・都市交流活動 
９ 地域スポーツ振興  10 地域文化活動       11 地域行催事          12 その他（          ） 

 主な活動 （８）番  選択された番号のうち、もっとも重点においている活動を１つ選んでください。 

地域課題・ 
事業の目的 

畑野町も地域の共通課題である「少子、高齢化」の進行が著しい。土地が高騰しつつある時代

に大阪の通勤圏で、建築規制がかからない都市計画区域外（その他地域）であることから、住宅

開発が進み、大阪近郊のベッドタウンと化したが、次世代を担う子供たちが次々と都会へ出てい

き、高齢化を迎えた世代が残される状況となりつつある。しかし、その高齢者も生活不安（買い

物、医療等）から、都市へ流出する事例が多くみられるようになった。 
 この畑野町を第２の故郷として、また都市住民との交流を通じて地域の魅力を発信し、地域の

活性化と「絆」づくりを進める取り組みを実施し、活力とにぎわいを取り戻すことを目的に事業

を実施する。 

事業内容 

・地域の自然を知ってもらうため、「ほたる観賞会」と「おこし舎」を活用して、「星空観望

会」の実施 
 
 ・講師を招いて正しい「ウォーキング」の講習会及び地域を知ろう「地域発見ウォーキング」

（千ケ畑地区）の実施（地域を３ブロックに分けて３年間で地域を知る取組の初年度） 
 
 ・地域の観光資源（法常寺など）の発掘、情報収集を行うとともに、地域の行事などの情報発

信資料としても活用できる観光マップ（イベント情報誌）を作成する。 

前年度の課題 
（新規の場合記入

不要） 

 交流拠点施設として「市民農園」「おこし舎」などを作ってきました。今後はこうした施設を

活用した取り組みを進めること及び地域の資源を見直す機会づくりの取組ができていなかったの

で、そのために必要な事業を展開すること 

 
課題解決 
に向けた 
工夫点等  

 
 ・各種実施する事業へのＰＲと各種団体との連携による取組の推進 

スケジュール 

時 期 実 施 内 容 
 
 ６月１６日 
 ８月 
 １０月 
 
 ６月～３月 
 
 １月～３月 

 
 ・「ほたる観賞会」の実施 
 ・「星空観望会」の夏バージョンの実施 
・ 地域を知ろう「地域発見ウォーキング（千ケ畑地区）」 

 
・ 地域の観光資源発掘と地域の情報発信のための「観光マップの作成」 

 
・「星空観望会」の冬バージョンの実施 

 

交付金の活用

による事業の

効果 

地域や住民にもたらされると予測される効果（※数値目標があれば記入してください。） 
・地域住民に、住んでる地域の良さを知ってもらい、第２のふるさととして地域資源の大切さ、

環境に対する意識の高揚、各種事業を通じた都市住民との交流による地域の活性化を図ることが

できる。 


